
学校番号 ２０９ 

平成 31年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「改訂版 物理」（数研出版） 

副教材等 センサー 総合物理 （啓林館） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

まずは一つ一つをなんとなくにしないことが大事です。2年生でやったことが不十分な場合は夏休

みまでに問題集を復習することが必要にります。諦めずにやっていくことと、日々の学習を大切に

してください。進学講習も４月から行う予定です。自分が目指す進路を実現するためにも、積極的

にやっていくようにしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

１．物理的な事物・現象に対する探究心を高める。 

２．目的意識をもって観察・実験などを行い，物理的に探究する能力と態度を身につける。 

３．物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を身につける。 

４．科学技術の在り方について意思決定するために必要な，科学的な見方や考え方を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常に見られる様々な物

理現象を通して関心を持

ち，科学的に探究しよう

とする。 

 

観察・実験を通して理

解を深め，関係を的確

に表現できる。 

基本的な観察・実験

の技能を習得すると

ともに，実験方法を

自分で考えたり，結

果を図や数式を利用

して分析することが

できる。 

物理に関する基本的

な概念や公式を理解

し，それらの関係を

解析する方法や成立

条件を含めて正しく

知識を身につけ活用

できる。 

評
価
方
法 

・学習活動に積極的に

参加したか。 

・提出物の作成に意欲

的に取り組んだか。 

・集中して授業を受け

たか。 

・科学技術の在り方に

ついて関心をもち，話

し合いや探究活動に

意欲的に参加したか。 

・思考の「過程」を評

価する。 

・討論，レポート作成，

などで，科学的な根拠

に基づいているか。 

・観察・実験から得ら

れた事実，文献や Web

などから得た情報を

区別できているか。 

・実験方法を自分で考

えたり，仲間と議論し

ながら行うことがで

きているか。 

・それぞれの操作の

意味を理解して，正

確に遂行できたか。 

・データの取り方が

適切であったか 

・データの処理が適

切であったか。 

・グラフを有効に活

用できているか。 

主に定期考査や小テ

ストなどの成績に基

づいて評価する。 

・テスト問題の作成

にあたっては，知識

の活用力・応用力を

測るような問題や，

論述式の問題も取り

入れたい。 

・実験では，業で学

習した内容が正しく

理解され知識となっ

てきちんとレポート

に反映されてか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

  

第
１
編 

力
と
運
動 

   

１章 剛体にはたらく力の

つり合い 

〇   〇 a:日常に見られる様々な運動を通して関心

を持ち，科学的に探究しようとする。 

b:観察・実験を通して理解を深め，関係を

的確に表現できる。 

c:日常に見られる様々な物体のつりあい・

運動に関する基本的な観察・実験の技能を

習得するとともに，実験方法を自分で考え

たり，結果を図や数式を利用して分析する

ことができる。 

d:物体ににはたらく力や力積・運動量に関

する基本的な概念や公式を理解し，それら

の関係を解析する方法や運動量保存の法則

について成立条件を含めて正しく知識を身

につけ活用できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

２章 さまざまな運動① 

平面上の運動と放物運動 

 〇  〇 

３章 さまざまな運動② 

円運動と万有引力 

 〇 〇 〇 

４章 さまざまな運動③ 

単振動 

 〇 〇  

５章 運動量 〇  〇 〇 

第
２
編 

熱 

 

１章 気体分子の運動と圧

力 

 〇 〇  a:気体の状態変化と内部エネルギー，熱機

関の効率について関心を持ち，エネルギー

の有効活用について自分で調べたり，仲間

と一緒に考えたりする態度を身につける。 

b:気体の分子運動論の立場から，熱と温度

と内部エネルギーについて実証的・総合的

に考察できる。熱現象の不可逆性の観点か

ら，エネルギーの有効活用について思考し，

省エネルギーのための方法を判断できる。 

c:気体の状態に関する実験を通して，気体

の分子運動論の立場から気体の状態や内部

エネルギーについて理解する。結果をグラ

フなどを活用して分析することができる。 

d:気体の状態変化における熱・仕事・内部

エネルギーの関係について理解する。また，

内部エネルギーを含めたエネルギー保存の

法則として熱力学第一法則が成り立つこと

を理解する。 

２章 気体の状態変化 〇 〇  〇 

第
２
学
期 

      

第
３
編 

波 

１章 波の性質  〇  〇 a:身の回りの波動現象に関心を持ち，それ

らの性質に関する現象に対して意欲的・科

学的に探究する態度を身につける。 

b:様々な波動現象から波動現象に共通して

いる性質・特徴を考察することによって，

波動現象の本質を見いだし判断する。音を

波動として捉えられ，音や振動に関係して

いる日常の様々な現象に対して的確に考

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 



２章 音 〇 〇 〇  察・洞察し判断する。 

c:弦楽器や管楽器・スリット・回折格子・

偏光板の実験・観察を通して，定常波・共

振・共鳴等に関する実験技能を習得し，得

られた結果をグラフなどを使って分析でき

る。また，簡単な実験機器を製作すること

ができる。 

d:光が波の性質を持つことや，光の屈折・

反射・回折・干渉などの法則性について理

解し，それらの知識に基づいて身のまわり

の現象を捉えることができる。また，光の

色と波長との関係について観察・実験など

をとおして理解し，知識を身につけている。 

３章 光 〇  〇 〇 

第
４
編 

電
気
と
磁
気 

１章 電界と電位  〇  〇 a:日常生活における電流の利用・モーター

の原理、。電界と磁界との相互作用に興味・

関心を抱き，電流の基本的な性質と使われ

方について意欲的に探究しようとする。 

b:電気的な力や空間の性質について，電界

と電位という新しい概念で捉え，表現する

ことができる。また，これらの知識を使っ

てコンデンサーの原理について考察し判断

できる。電流回路の基本的な性質とその利

用法を的確に判断できる。また，目的に応

じて適切な電流回路を自分で考案し，表現

することができる。また，交流について，

その発電の原理や利点を見いだし，生活の

中での利用のされ方を総合的に考察でき

る。 

c:電流の基本的な性質とその利用のされ方

を観察や実験を行いながら理解し，基本的

な電流回路の接続のきまりや測定方法を習

得できている。磁石，コイル，抵抗，コン

デンサー，検流計などを用いて実験・観察

を行い，実験機器の操作や探究・測定の方

法を習得し，結果の表現を的確にできる。

また，電磁波の性質を探究するための観

察・実験を通して，目に見えない電磁波に

ついてイメージできるようになる。 

d:電界と電位の関係やコンデンサーの性質

について理解し，それらの知識に基づいて

電界の様子をイメージし定量的に扱うこと

ができる。 

電磁誘導に関する現象について，それらの

基本的な概念を形成しているとともに，電

 

２章 電流 

 

 

 

 

 

 

 

〇 〇 〇  

 

３章 電流と磁界 〇   〇 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 

４章 電磁誘導と電磁波 〇 〇 〇  界と磁界の相互作用によるエネルギー変換

が発電機に利用されていることを理解して

いる。また，発電所でつくられ利用されて

いる交流の概念と利点を理解している。さ

らに，光や放射線を含めた電磁波の基本的

な性質と種類についての知識を身につけて

いる。 

第
３
学
期 

 

第
５
編 

原
子 

１章 電子と光  〇 〇 〇 a:原子の構造に関する科学的探究のプロセ

スに興味・関心を抱き，意欲的に探究しよ

うとする。また，人類が手に入れた原子力

や放射線の技術の利用についてどうしたら

よいか，自分で調べたり，仲間と一緒に話

し合ったりしようとする。 

b:電子の電荷と質量について理解し，電子

の比電荷や電気素量との関係について考察

し判断する。また，電子や光の粒子性と波

動性について理解し，それを発見した歴史

的な実験やプランク定数と関連づけて考察

し表現する。 

c:電子や光についての観察・実験を通して，

電子のイメージや粒子性・波動性の概念を

形成している。また，こうした実験に際し

ての安全な方法について習得する。 

d:電子・原子構造や素粒子の発見に関する

歴史的な実験について知るとともに，Ｘ線

の性質、スペクトルと電子のエネルギー準

位との関係や，原子核の崩壊および核反応

について理解する。また，原子力や放射線

の利用とそのリスクについての知識を身に

つける。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

２章 原子と原子核 〇   〇 


